
車イスでバスに乗れない 半歩前進！ 
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「生活保護費引き下げは困る」厚労省に電話しました 

「僕だって結婚したい。子どももほしい。くやしい」 
 病気で働くことができずに生活保護を利用している新山次郎 (仮名)さん 40 代は厚労省に

電話し、自分の月額 76720 円の保護費が 10 月から 1300 円、来年は更に 1300 円、3年後には

合計 3900 円も下がることを知らされました。 

○新山「6 年前に亡くなった父に香典を包ん

だ人が最近亡くなっている。父の時にもら

った香典と同じ額を包まないと、『あそこ

は生活保護をもらいよるから 5000 円も包

みきらん』と思われ父親が恥をかく」 

□職員「普段から節約して下さい」 

○新山「節約してるよ。クーラもなく、扇風

機も、もらった中古を使っている。冬は灯

油代がかかる。車もなくヘルニアの僕は訪

問販売で灯油を買うしかない。１缶 1600

円もする。食費を削るしかない。3年後は、 

もうこれ以上、下がりませんよね」。 

□職員「3 年後にも､保護費引き下げの可能

性があります」 

○新山「だったら死ねと言うことやね。僕だ

って結婚したい。子どももほしい。くやし

い。結婚している友達がうらやましい」 

□職員「･･･」 

○新山「ごめんね。あなたに言っとるんやな

く、大臣に言っとるんよ」 

※要請先は、厚生労働省 03-5253-1111 で電

話交換手に「生活保護の基準係」を。 

 「小倉生健会」に「入会」「支援」して下さい 

 
 

「会報」を読んでいただいている皆さん。

いつもありがとうございます。 

多くの方から、「なかなかいい会報だ」「『役

に立つ』は保存してるよ」等々うれしい激励

の言葉が多く寄せられています。また、様々

な相談も寄せられています。 
 

 実は、小倉生健会員は非常に少なく会員の

多くは生活保護利用者です。その方々から毎

月 1000 円の会費をいただいて、毎月 4400 部

の「会報」を発行しています。 

 生健会運動は６３年前に始まり、政党や宗

教、考え方のちがいにかかわりなく、一致す

る要求で手をつなぎ、生きる権利と平和を守

り、誰もが人間らしく暮らすことのできる社

会と政治にするために、生活保護・医療･介 

護･年金･障がい者・住宅･税金・子育て教育･

平和等の分野で頑張っています。 

「会報」読者の皆さん。小倉生健会への入

会・賛助会員・募金・機関紙購読へのご協力、

ご支援をよろしくお願いいたします。 
 

（会費：1000 円/月。賛助会員：500 円/月。

新聞会員：600 円/月） 

＜新聞代明細＞ 

①全生連中央機関紙「生活と健康を守る新聞」 

 毎週発行 300 円/月＋郵送料 41円/週 

②福岡県生活と健康を守る会連合会「生きる」 

 毎月 5日発行 100 円/月 

○「①守る新聞」＋「②生きる」＋送料×4.3

週＝576 円/月･･･600 円/月 

○小倉生健会の、この「会報」は無料です 

安倍首相「年金70歳超え選択」を3年で断行と表明 
老齢年金の繰り上げ･繰り下げ受給

60歳 65歳

現　行

３０％減

？
４２％増

首 相 表 明

70歳超70歳

６５歳受給 ⇒ ７０歳受給

２１１万円 年金収入 ３００万円
ゼロ 所得税 ２万８０００円
ゼロ 住民税 ６万７０００円

１８万７０００円 社会保険料 ４２万４０００円
１８万７０００円 合計 ５１万９０００円

　 東京を参考にした。

年金７０歳受給で税金などは
こんなに上がる

７０歳受給は６５歳受給の４２％増でも

※配偶者も６５歳以上の世帯。社会保険料は

税金など３３万円もの負担増に

安倍首相は、自民党総裁選で、原則 65 歳から受給する老齢年金で、受給開始年齢を遅らせて年

金を増額できる「繰り下げ受給」について、70 歳より後でも選択できるように制度の見直しを「3

年で断行する」と表明しました。現行制度では、老齢基礎年金も老齢厚生年金も、受給開始年齢

を 60 歳から 70歳までの間で。本人が選択することができます。 

政府は年金受給を 65 歳前に「繰り上げ」ると

最大 30％減。70 歳からに「繰り下げ」れば 42％

の増がもらえる制度だとし、さらに受給開始を

75 歳まで延長して「年金約 2倍」にすることも

検討しています。 

しかし、厚労省の「厚生年金保険・国民年金

事業年報」によると、2016 年度に現行の 70 歳

までの「繰り下げ受給」を選択した人は、老齢 

基礎年金でわずか 1・4％、老齢厚生年金では 1・

2％でした。70 歳受給を選択する人がほとんど

いない背景には、年金収入がなければ生活でき

ない高齢者の厳しい生活実態があります。 

しかも、仮に 42％年金が増えても、税金や社

会保険料が 52 万円も徴収され、負担は 33 万円

も増えます。我慢した 5年分をとりもどすには、

91 歳まで長生きしなければなりません（右表）。 

 車イスを利用している方から、「バスに乗りたいが、西鉄に問い合わせたら『どの便が車イス対

応のバスかは、当日にならないと分かりません』と言われました。移動予定が立たずに困っていま

す」との相談が寄せられました。 

 小倉生健会は直ぐに西鉄本社に電話をしまし

た。対応した方はとても丁寧な話ぶりでしたが、

回答はイマイチでした。 

○生健会：車イスでバスに乗りたいのですが、

営業所から「どのバスが車イス対応かは当日で

ないと分からない」と言われた。 

□西鉄本社：申し訳ございません。そのような

お声も沢山いただいているが配車の都合でその

ような対応にしてしる。 

○生健会：この件は、経営者に伝えて至急検討

して改善して下さい。 

□西鉄本社：はい。必ず伝えます。それと、営 

業所に相談して、事前にバスの便を指定してい

ただければ、やりくりを約束できる場合もあり

ますので、営業所に相談を。 

○生健会：はい。よろしく。 

 以上の結果を相談者に伝えたあと、筆者も入

会していた「電車に乗るぞ障害者の会」が、2007

年に、西鉄本社で社長宛の「使いやすいバスの

普及と運行を求める要望書」も送りました。 

後日、相談者から、営業所に相談したら対応

してくれることになりました。「乗るぞの会の

要望書」は具体的で詳細でした。ありがとうご

ざいました。･･･少し役にたてて良かったです。 

※問い合わ

せは、八記

博春：090－

1361－ 0876

へ、お声か

け下さい。 

 


